
第
二
号
ロ
の
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

有
限
会
社
田
立
電
機

長
野
県
木
曽
郡
南
木
曽
町
吾
妻
三
千
九
百
二
十
五
番

地

金
属
プ
レ
ス
加

工

一

監
理
団
体
の
名
称
及
び
所
在
地

名

称

所

在

地

一
般
社
団
法
人
東
京
都
金
属
プ
レ
ス

工
業
会

東
京
都
墨
田
区
両
国
四
丁
目
三
十
番
七
号

二

実
習
実
施
機
関
の
名
称
、
所
在
地
及
び
実
習
内
容

名

称

所

在

地

実
習
内
容

青
木
電
器
工
業
株
式
会
社

埼
玉
県
入
間
市
狭
山
ケ
原
字
松
原
百
三
十
三
番

一
号

溶
接

星
光
工
業
株
式
会
社

東
京
都
港
区
南
青
山
二
丁
目
二
番
十
五
号

金
属
プ
レ
ス
加
工

三

対
象
と
な
る
者

平
成
二
十
五
年
七
月
四
日
か
ら
三
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
に
本
邦
に
入
国
す
る
者

平成™œ年�月›日 木曜日 第�—Ÿ˜号官 報
第
一
号
1
1中

「
(

1
9
)
極
東
石
油
工
業
株
式
会
社
及
び
コ
ス
モ
石
油
株
式
会
社
（
海
底
原
油
輸
送
用
配
管

設
備
の
う
ち
千
葉
県
内
の
二
以
上
の
市
町
村
に
わ
た
っ
て
所
在
す
る
も
の
に
限

る
。）

同

」
を

「
(

1
9
)
極
東
石
油
工
業
合
同
会
社
及
び
コ
ス
モ
石
油
株
式
会
社
（
海
底
原
油
輸
送
用
配
管

設
備
の
う
ち
千
葉
県
内
の
二
以
上
の
市
町
村
に
わ
た
っ
て
所
在
す
る
も
の
に
限

る
。）

同

」 に
、

「
(

2
6
)
株
式
会
社
Ｊ
Ｃ
Ｎ
船
橋
習
志
野
（
テ
レ
ビ
共
聴
施
設
の
う
ち
千
葉
県
内
の
二
以
上

の
市
町
村
に
わ
た
っ
て
所
在
す
る
も
の
に
限
る
。）

同
」
を

「
(

2
6
)
削
除

削
除

」に
、

「
(
1
1
3
)
株
式
会
社
Ｊ
Ｃ
Ｎ
く
ま
も
と
（
熊
本
県
内
の
二
以
上
の
市
町
村
に
わ
た
っ
て
所
在

す
る
有
線
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
に
係
る
も
の
に
限
る
。）

熊
本
県
知
事
」
を

「
(
1
1
3
)
株
式
会
社
Ｊ
Ｃ
Ｎ
く
ま
も
と
（
熊
本
県
内
の
二
以
上
の
市
町
村
に
わ
た
っ
て
所
在

す
る
有
線
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
に
係
る
も
の
に
限
る
。）

(
1
1
3
)の
２
西
九
州
電
設
株
式
会
社
（
熊
本
県
内
の
二
以
上
の
市
町
村
に
わ
た
っ
て
所
在

す
る
有
線
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
に
係
る
も
の
に
限
る
。）

熊
本
県
知
事

同
」
に

改
め
る
。

〇
外
務
省
告
示
第
二
百
三
十
三
号

平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
九
日
に
ハ
ノ
イ
で
、
円
借
款
の
供
与
に
関
す
る
日
本
国
政
府
と
ベ
ト
ナ
ム
社
会
主
義
共
和

国
政
府
と
の
間
の
平
成
十
三
年
三
月
三
十
日
付
け
の
交
換
公
文
に
従
っ
て
ベ
ト
ナ
ム
社
会
主
義
共
和
国
政
府
に
供
与
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
水
環
境
改
善
計
画
（
第
一
期
）
の
実
施
に
係
る
円
貨
に
よ
る
借
款
の
支
出
期
間
が

ベ
ト
ナ
ム
社
会
主
義
共
和
国
政
府
と
独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構
と
の
間
の
合
意
に
よ
り
平
成
二
十
六
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
延
長
さ
れ
る
旨
の
口
上
書
の
交
換
が
、
ベ
ト
ナ
ム
社
会
主
義
共
和
国
政
府
と
の
間
に
行
わ
れ
た
。

平
成
二
十
五
年
七
月
四
日

外
務
大
臣

岸
田

文
雄

〇
外
務
省
告
示
第
二
百
三
十
四
号

平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
九
日
に
ハ
ノ
イ
で
、
円
借
款
の
供
与
に
関
す
る
日
本
国
政
府
と
ベ
ト
ナ
ム
社
会
主
義
共
和

国
政
府
と
の
間
の
平
成
二
十
二
年
三
月
二
日
付
け
の
交
換
公
文
に
従
っ
て
ベ
ト
ナ
ム
社
会
主
義
共
和
国
政
府
に
供
与
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
ク
ー
ロ
ン
（
カ
ン
ト
ー
）
橋
建
設
計
画
（
第
二
期
）
の
実
施
に
係
る
円
貨
に
よ
る
借
款
の
支
出
期

間
が
ベ
ト
ナ
ム
社
会
主
義
共
和
国
政
府
と
独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構
と
の
間
の
合
意
に
よ
り
平
成
三
十
年
二
月
三

日
ま
で
延
長
さ
れ
る
旨
の
口
上
書
の
交
換
が
、
ベ
ト
ナ
ム
社
会
主
義
共
和
国
政
府
と
の
間
に
行
わ
れ
た
。

平
成
二
十
五
年
七
月
四
日

外
務
大
臣

岸
田

文
雄

〇
中
央
選
挙
管
理
会
告
示
第
二
十
一
号

公
職
選
挙
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
号
）
第
七
十
五
条
第
三
項
及
び
公
職
選
挙
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政

令
第
八
十
九
号
）
第
八
十
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
五
年
七
月
二
十
一
日
執
行
の
参
議
院
比
例
代
表
選

出
議
員
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
長
及
び
そ
の
職
務
代
理
者
を
次
の
と
お
り
選
任
し
た
の
で
、
同
令
第
八
十
一
条
の
規
定

に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

平
成
二
十
五
年
七
月
四
日

中
央
選
挙
管
理
会
委
員
長

神
Ä

浩
昭

住

所

氏

名

選
挙
長

東
京
都
足
立
区
六
月
二
e

五
e

一
七

パ
ー
プ
ル
タ
ウ
ン
竹
の
塚
三
〇
七
号

神
Ä

浩
昭

選
挙
長
の
職
務
代
理
者

東
京
都
世
田
谷
区
深
沢
六
丁
目
三
〇
e

二
〇
e

三
〇
五

米
田
耕
一
郎

〇
中
央
選
挙
管
理
会
告
示
第
二
十
二
号

公
職
選
挙
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
号
）
第
百
九
十
六
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
五
年
七
月
二
十
一
日

執
行
の
参
議
院
比
例
代
表
選
出
議
員
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
に
関
す
る
支
出
金
額
の
制
限
額
を
次
の
と
お
り
告
示

す
る
。平

成
二
十
五
年
七
月
四
日

中
央
選
挙
管
理
会
委
員
長

神
Ä

浩
昭

候
補
者
一
人
に
つ
き

五
千
二
百
万
円

〇
中
央
選
挙
管
理
会
告
示
第
二
十
三
号

平
成
二
十
五
年
七
月
二
十
一
日
執
行
の
参
議
院
比
例
代
表
選
出
議
員
の
選
挙
に
つ
い
て
、
政
見
放
送
及
び
経
歴
放
送

実
施
規
程
（
平
成
六
年
自
治
省
告
示
第
百
六
十
五
号
）
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
各
参
議
院
名
簿
届
出
政
党

等
の
政
見
放
送
の
日
時
を
定
め
る
く
じ
を
、
次
の
と
お
り
行
う
。

平
成
二
十
五
年
七
月
四
日

中
央
選
挙
管
理
会
委
員
長

神
Ä

浩
昭

日
時

平
成
二
十
五
年
七
月
四
日

午
後
八
時

場
所

東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関
二
丁
目
一
番
二
号

中
央
合
同
庁
舎
第
二
号
館
地
下
二
階

総
務
省
講
堂

〇
法
務
省
告
示
第
二
百
四
十
二
号

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号
の
基
準
を
定
め
る
省
令
（
平
成
二
年
法
務
省
令
第
十
六
号
）

の
表
の
法
別
表
第
一
の
二
の
表
の
技
能
実
習
の
項
の
下
欄
第
一
号
ロ
に
掲
げ
る
活
動
の
項
下
欄
第
二
十
九
号
の
規
定
に

基
づ
き
、
平
成
二
十
二
年
七
月
十
二
日
法
務
省
告
示
第
三
百
五
十
八
号
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
五
年
七
月
四
日

法
務
大
臣

谷
垣

禎
一

〇
法
務
省
告
示
第
二
百
四
十
三
号

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
別
表
第
一
の
二
の
表
の
技
能
実
習
の
項
の
下
欄
に
規
定
す
る
団
体
の
要
件
を
定
め
る

省
令
（
平
成
二
十
一
年
法
務
省
令
第
五
十
三
号
）
第
一
条
第
一
号
ト
の
規
定
に
基
づ
き
、
監
理
団
体
を
第
一
号
の
と
お

り
告
示
し
、
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号
の
基
準
を
定
め
る
省
令
（
平
成
二
年
法
務
省
令
第

十
六
号
）
の
表
の
法
別
表
第
一
の
二
の
表
の
技
能
実
習
の
項
の
下
欄
第
一
号
ロ
に
掲
げ
る
活
動
の
項
下
欄
第
二
十
九
号

の
規
定
に
基
づ
き
、
技
能
実
習
を
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
五
年
七
月
四
日

法
務
大
臣

谷
垣

禎
一

〇
外
務
省
告
示
第
二
百
三
十
五
号

平
成
二
十
五
年
六
月
十
九
日
に
マ
ニ
ラ
で
、
人
材
育
成
奨
学
計
画
の
た
め
の
贈
与
に
関
す
る
次
の
概
要
の
書
簡
の
交

換
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
共
和
国
政
府
と
の
間
に
行
わ
れ
た
。

１

援
助
の
目
的
及
び
内
容

人
材
育
成
奨
学
計
画
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
役
務
の
購
入

２

贈
与
の
限
度
額

二
億
六
千
三
百
万
円

３

贈
与
の
供
与
期
限

平
成
三
十
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

４

署
名
者

日

本

側

卜
部
敏
直
在
フ
ィ
リ
ピ
ン
大
使

フ
ィ
リ
ピ
ン
側

ア
ル
バ
ー
ト
・
デ
ル
・
ロ
サ
リ
オ
外
務
大
臣

平
成
二
十
五
年
七
月
四
日

外
務
大
臣

岸
田

文
雄

š
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